
伊

l
i
l
i
--
i
E
l
i
-
-
j
a
i
l
-
-
i・・
1
2
i一
間

翌
霊
高
の
限
移
管
に
つ

↑

岳

会

会

宙

開

一

τて
限
量
史
れ
体
制
は
ど
う
か
。

一
時

缶

め

明

雌

間

皆

掛

J

金

割

問

醸

乞

一

答

混

在

の

と

乙

ろ

眠

か

ら

は

以

・
会
全
朗
報
企
た
蕗
殴
任
帽
別
例
目
民
別
員
長
会
報
一
体
的
な
意
思
表
示
一
は
な
い
。

ζ

ん
と
眠

-
倒

防
艇
長
体
の
↓
金
常
識
長
特
誕
の
婁
特
設
延
本
uE
-
FL
お
願
い
し
て
い
く
と
い
う
の
が
筋
だ

一-
定

問

員

査

.
員

部

会

員

会

、

分

別

会

会

別

問

員

…一

一
，
魅
力
あ
る
若
需
詰
a
は
、
従
一
・

月

巴

理

委

日

密

自

室

主

体

自

主

特

体

日

体

特

金

日

三

τ思
う
。

一
来
の
工
揖
需
富
良
な
る
の
か
、

三

5

7
霊

m提
出
別

部

S

n

l
務

・
す
産
業
掻
奥

1

一そ
の
具
体
的
な
芝
著
者
ぎ
た
い
。
一

~

日

提

決

ト

♂

特

旧

宮

p
m
m畑

仕
加

m
t一
一

無

担

保

融

資

考

え

よ

一
芝
、
関
母
工
費
量
霊
離
の

Z
I
--:
l
i
l
i
-
--
l
i
l
i
-
-
-i
l
i
l
i
-
-一
間

閉
の
中
小
企
苦
情
に
は
見

一
喜
ま

Z
打
開
し
て
い
く
考
え
は
あ
一

問

中

央

寵

m掛
の
組
問
問
題
一
な
い
方
途
骨
考
え
て
い
き
た
い

一
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
霊
草
壁

一

票

。

-

量

五

段

階

告

迎

E

え
て
い
る
。
あ
く
一
間
接
汲
み
取
り
担
金
で
よ
く
一
も
な
ん
皇
肢
が
な
い
。
中
小
企
曜
の

一

答

事

説

明

開
鉱
山
陸
閉
政
の
ピ
一
ま
で
も
公
昔
で
や
る
の
か
、
興
事
告
と
の
一
草
川
を
き
く
が
、
市
に
雲
仙
が
あ
る
以
一
探
興
と
し
て
、
抱
負
の
別
口
と
か
、
無

一
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
従
来
空
襲
思
一
緒
a
墨
田
い
は
つ
づ
吋
て
い
く
増
え
か
。
一
上
、
万
全
毒
し
て
ほ
し
い
。

一担
保
の
翼
、
蓄
の
霊
童
な
ど

一
般
も
究
極
は
文
化
?
?
た
も
一
答
由
失
事
基
盤
と
い
品
一
答
損
害
対
し
て
の
落
語
一
季
る
噌
え
は
な
い
か
。

一
の
だ
か
主
な
主
乙
ろ
は
な
い
・
ま

τ世
で
進
め
て
い
く
が
、
民
営
の
書
も

τヨ
あ
る
が
、
夏
祭
器
キ
ッ
プ
旦

答

工
作
一
興
事
は
非
常
に
む

一
色
聖
書
出
に
つ
い
て
は
、
開
発
一
事
に
検
討
し
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
も
一
に
よ
っ
て
解
消
し
て

い

芝

ぃ
。
万
ず
か
し
い
。
手
書
自
ら
が
経
営
改

一
事
替
の
刀

5
で
は
思
う
に
ま
か
せ
一
の
が
あ
れ
ば
入
れ
て
い
芝
九
重

一
、
雪
な
ど
で
容
易
に
解
説
で
き
な
」
曹
の
震
を
も
っ
乙
と
が
大
切
ペ
跨

打
一
な
い
・
こ
の
た
め
聞
の
詰
霊
め
た
一
と
の
話
じ
る
い
は
、
も
芸
品
京
一
い
も
の
に
つ
い
て
は
凹
草
で
処
裂
し
世
に
応
じ
た
協
著
書
、
雪
肢
の

そ
れ
ら
の
簡
の
中
か

τ毛
県
も
で
き
る
ち
の
霊
を
一い
く
ま
で
つ
づ
吋
た
い
唱
え
で
き
。
一
示
。

一
腰
、

販
路
震
屯
ど
も
行
な
っ
て
H

霊
法
と
つ
な
が
り
の

τた
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
勢
参
加
ア
」
の
た
め
庁
内
悼
智
妻
、
八
月
の
一
問
中
震
需
が
拙
主
か
ら
立
る
が
、
ま
だ
十
骨
と
は
い
え
な
い

J

に
拾
っ
て
み
ま
し
た
。

一
が
え
ら
れ
れ
ば
、
最
重

E
で
い
一
室
認
可
を
メ
ド
に
霊
し
て
い
き
た
一
主
喜
逼
ら
れ
、
市
で
は
丸
の
亙
ん
と
申
府
商
工
会
関
空
タ
イ
ア
ッ
プ

。堂
書
l

一

ろ

い

ろ

の

裂

が

あ

る

。

一

い

・

一

育

所

長

収

す

る

噌

え

だ

と

聞

く

が

、

了

た

遺

産

に

も

っ

と

め

た

い

。

版

文

化

都

市

を

め

ざ

す

一

O
道

路

建

備

|

一

丸
の
内
の

警

は

震

が
よ
く
な
い
'
一
員
に
つ
い
て
は
霊
が
進
ん
で
く
れ
ば

一

一

別

の

土

問

に

述

て

る

同

意

が

あ

る

、

.

一

問

Eの
基
本
皆
様
で
あ
る
一

新

設

、

改

良

も

進

め

よ

一

審

3

君

、

ま
し
ま
ら
く
れ

L
増
員
皇
室
。
ま
た
霊
に
つ
い
て

i
l
1
1
0
1
1
1
1
11
一

一

同

b

b

f

一
は
金
融
櫨
関
と
よ
く
連
栴
を
と
り
、
稽
-

一
円

円

円

二

・問

誌
の
泣
童
館
一
一
カ
年
計
一
張
し
詣
生
益
の
襲
に
使
え
る
こ
↑
で
き
る
よ
う
出
主
に
語
い
し
て
い
」
閣
た
る
保
証
人
「
あ
れ
ば
一
一
芸
泣

一別

府

肝

古
川
J
U
U
K射
性
九
続
行
一
円
引
い
れ
い
一
日
目
r門
前
十
日
認
可
刊
誌
U
E
H山
崎
町
町
村
日
付
税

一

2

1

3

=

る
と
き
、
車
の

襲

需

S
E
R
-

収
起
し
た
い
。
し
か
し
、
霊
上
よ
く
十
骨
に
つ
か
め
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ

一

2

5

7

二
努
あ
る
都
市
づ
く
り
は
で
き
な
い
。
一
問
責
菌
室
重
量
三
な
い
の
で
適
当
な
土
雪
特
色
し
て
豆
て
い
き
た
い
・

一

J
聞

ι

J

二
郊
外
の
閉
迎
、
豊
ま
で
含
め
た
広
域
一
工
区
(
駅
前
〕
の
清
事
務
が
お
く
れ
哀
し
た
い
。

一

間

曲
が
り
角
に
立
つ
豊
喜

一

2
汗

3

5

二
宮
草
、
改
良
主
張
だ
と
思
う
が
一
て
い
る
限
因
は
票
。
一

関

市
立
霞
皇
室
制
は
互
君
主
に
噌
え
る
べ
き
だ
。
助
成
信

一

億

明

億

億

一

一

ど

う

か

。

一

答

遅

れ

た

原

因

は

、

駅

前

と

い

一手
事
解
消
の
見
通
し
は
ど
う
か
一
帯
は
じ
め
制
度
金
融
な
ど
も
他
霊
よ

一

1
m
6

7

一
一
答
用
遺
言
芳
年
計
四
時
一
う
特
産
械
で
あ
り
構
刺
客
闘
が
は
一
審
昨
年
は
医
師
の
霊
か
ら
不
り
立
蓮
れ
て
い
る
。
議
案
璽

一

4
明

3

7

一
一
四
菌
室
か
ら
三
カ
年
の
聞
に
延
べ
一
げ
し
く
、
ま
た
開
が
草
公
聞
の
一
部
一
+
室
町
制
も
あ
っ
た
が
、

捜
充
実
一
世
草
を
ど
う
考
え
る
か
。

一

4

一
一七
十
九
万
六
百
七
平
方
針
、
金
額
に
し
一
を
話
し
た
た
め
、
そ
の

8
5
5
τ
、
新
年
度
か
ら
は
各
斜
と
も
露
三
答
豊
富
定
義
に
漂
い

一
計

制

計

額

二
て
九
億
九
千
二
百
四
+
万
里
襲
整
一
れ
量
産
華
麗
の
警
を
し
な
い
一
で
き
る
体
制
に
あ
る
・
撃
に
つ
い
三
i

も
の
が
あ
る
。
書
室
と
し
て
は
県

一

色

仰

会

ー

す

す

る

-

ま

た

斬
段
、
改
良
に
つ
い
て
一
と
い
う
乙
と
で
工
事
は
す
で
に
三
十
五
一
は
公
共
性
の
ま
ら
も
、
。
あ
る
霊
」
閉

そ
さ
い
、
章
、
花
事
の
プ
ロ

一

生

司

王

、

郊

外

な

ど

で

は

放

惜
し
て
お
く
と
一
年
に
終
っ
て
い
る
が
、
乙
の
標
高
一
や
む
を
え
な
い
と
思
Z

つ
し
か
し
、
主

J
別
に
都
聞
記
撃
の
振
興
壱
は

一

自

E

一
一
住
宅
が
続
々
と
也
て
ら
れ
、
そ
の
後
の
哀
し
な
か
っ
た
た
め
に
遅
れ
て
い
る
・
一
績
の
警
は
四
十
妻
家
主
力
三
か
っ
て
い
き
た
い
。
産
品
独
自
か

一

一

特

総

ニ
語
な
ど
が
組
め
て
雇
に
な
る
の
で
一
重
い
番
高
当
大
き
い
の
で
、
止
直
に
よ
っ
て
解
消
し
た
い
・
一
は
六
百
万
円
ま
で
貸
包
し
が
で

Z

I
l
l
i
-
-
1
1
L
一
合
わ
せ
て
仕
事
室
め
て
い
き
た
い
。
一
雲
と
十
分
時
差

Zて
で
き
る
7
U
教

育

問

題

|

一

が

、

こ

れ

で

は

省

な

の

で

、

「

議

会

だ

よ

り

」

発
刊
に
寄
せ
て

甲
府

市

長

秋

山

清

政
治
の
根
幹
を
な
す
の
は
、
そ
こ
つ
あ
っ
て
も
+
分
だ
と
は
申
せ
ま
せ

に
住
む
入
A
の
理
解
と
協
力
で
あ
り
ん
.
媒
体
は
多
い
ほ
ど
、
ま
た
計
略

叩
理
解
と
協
力
を
強
め
る
の
が
露
だ
の
揖
会
主
い
ほ
ど
、
人
の
心
は
週

叫
と
思
い
ま
す
。
い
合
い
、
理
解
は
潔
ま
っ
て
ゆ
く
も

-山
市
有
用
で
も
、
閉
政
の
基
本
下
訴
の
で
す
。
と
く
に
、
閉
献
金
は
市
民

一
酬
の
ひ
と
つ
に
、
対
艇
の
あ
る
閉
肢
の
の
み
な
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、
市
政

一
一
推
進
室
り
あ
げ
、
富
の
み
な
さ
の
重
量
堂
、
用
の
震
を

お

ん

と

の

意

思

の

蔽

考

え

、

前

隠

し

て

お
過
を
一
層
潔
め
る

'v
い
る
掛
で
あ
り
ぎ

芝
山
こ
と
を
考
え
て
お

ヘ

-aer--，

す

。

・

判

お
り
ま
す
が
、
乙
ん
「
は

'

喝

d
E

私
は
「
撃
だ

会

一
山
と

mmAEか
ら
、

F
】
海
副
広
陵
.
監
司
よ
り
」
を
通
じ
て

鳴

一
叩
市
議
会
の
現
況
を

d
ιa-r副
司
・

a・
・
『
閉
放
は
私
ど
室
市

町

一
川
伝
え
る
「
線
全
だ

ei-

-
可

取
を
預
か
る
も
の

一
同一

一
山
よ
り
」
が
発
刊
さ

・
・

5
で
書
し
て

M

一
山
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
る
の
で
は
な
く
、
刑
廃
全
部
の
手

一
均

一
山
対
話
の
あ
る
閉
政
の
排
出
進
亭
函
つ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

一
関
同
て
い
る
持
だ
け
に
、
「
様

AEだ
よ
り
い
う
乙
と
を
、
ょ
く
理
解
し
て
い
た

諸

一
川
」
の
密
刊
は
ま
乙
と
に
時
宜
を
え
た
だ
き
た
い
の
で
す
.
「
踏
金
だ
よ
り

i
一山
も
の
と
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。
」
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
鴫
金

一
会
一
叫
富
の
み
な
さ
ん
と
の
、
置
の
と
の
お
構
と
し
て
の
役
闘
を
果
た

一

員

一山
霊
を
は
か
る
た
め
の
媒
樟
は
い
く
王
う
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

委
一

一
集
一

編一
的

ν-
よ
一

だ一
一
4
富
一

一
謙
一

一
市
一

府一甲一、B
ノ
-
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創刊号

。
国
保
。
を
中
心
に
増
額

市
民
負
担
の
軽
減
図
る

三
月
定
例
限
会
は
七
日
か
ら
開
か
れ
、
四
十
四
年
度
一
般
金
計
予
算
案
な
μ
』
=
+
九
繊
果
、
償
問
一
件
、
蛾
員

提
案
一
一
件
に
つ
い
て
探
勝
し
た
桔
巣
、

m長
か
ら
提
推
古
れ
た
新
年
度
予
算
案
は
国
保
な
ど
大
幅
に
修
正
し
て
鰻

町田
1

予
定
の
金
期
を
一
日
延
ば
し
て
四
月
一
日
に
閉
金
レ
ま
し
た
。
乙
の
修
正
で
新
年
度
の
一
般
会
肘
は
四
十
一

雪
平
百
二
士
一
万
円
特
別
金
計
骨
益
わ
せ
争
と
融
制
七
+
七
億
五
千
七
百
七
士
一
一
万
円
に
な
り
、
前
揮
監
よ

り
一
六
・
六
d
p
も
上
回
り
ま
す
が
、
乙
れ
ま
で
の
標
織
を
通
じ
て
、

m政
朝
一
円
上
に
横
た
わ
る
問
題
点
平
、
ま
た

↓
品
ハ
万
閉
民
の
願
い
に
E
た
え
る
秋
山
閉
賓
の
決
憲
な
ど
が
大
き
く
浮
き
ぼ
り
さ
れ
ま
し
た
。

閉
放
に
対
す
る
一
般
質
問
は
十
一
日
一
た
だ
し
ま
し
た
.
ζ
の
定
例
舎
は
、

か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
一
山
市
長
に
と
っ
て
初
の

で
あ
っ
た
だ
吋
に
、

'l'J会布教会戸、よq

「

議

会

だ

よ

り

」

の

発
刊
に
あ
た
っ
て

甲

府

市

議

会

議

長

内

藤

秀

治

市
民
の
意
思
が
そ
の
ま
宮
市
政
に
の
蟻
告
の
盗
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

反
映
す
る
市
政
、
閉
民
と
盟
結
し
た
知
ら
せ
す
る
乙
と
は
ま
E
と
に
大
切

政
治
と
い
う
も
の
は
、
皆
さ
ん
が
、
な
と
と
だ
と
思
い
ま
す
。
市
で
は
広

よ
く
市
取
を
知
る
こ
と
に
あ
る
と
恩
報
を
葱
汀
し
て
閉
の
重
要
な
問
題
を

い
ま
す
。
市
当
局
と
踏
会
と
は
、
よ
解
脱
し
、
閉
政
壱
理
解
し
て
い
た
だ

く
車
の
同
軸
に
た
と
え
ら
れ
て
い
ま
く
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
踏
会

す
が
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
、
と
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
限
会

ど
ち
ら
か
一
方
に
ち
ょ
っ
と
し
た
絞
活
舶
の
状
況
掛
知
っ
て
い
た
だ
己
う

障
が
あ
っ
て
も
閉
放
は
う
ま
く
い
く
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
多
年
の

わ
吋
は
あ
り
ま
せ

h
ti
，r

懸
案
で
あ
り
ま
し

ん
。
壁
で
は
常

h
同
ト
d-
V
た
。
い
ま
そ
の
懸

に
活
発
な
宮
崎
が

、
‘

.

.

 

F』
，
謀
が
実
を
結
び
、

か
わ
さ
れ
、
時
に

一
』
圃
曹
咽

a-E---EL
こ
の
た
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本市の人口

(昭和44年5月 l日現在〉

人同総数 182. 1 56人

男 87.673人

女 94.483人

帯 数 54.673世帯
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、
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に
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、
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葺
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れ
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じ
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。
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、
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を
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円
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て
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室
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れ
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円
P
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一

る
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を
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刺
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れ
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の
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臨

臨
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臨
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軒
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く

情
話
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い
と
い
柔
点
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一
し
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開
追
の
掛
室
長
担
金
章
常
一

奥

御

岳

か

ら

取

水

も

一
誌
の
醐
り
出
し
で
、
富
市
の
集

編
成
し
た
も
の
で
、
事
義
行
上
の
曙

一
乙
れ
に
で
貫
主
、
乙
れ
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事
玄
大
互
の
詰
に
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い
て
質
し
た
一

計
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修
官
官
歪
一
剣
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絡
事
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事
事
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官
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軍
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官
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官
事
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る
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答

え

た

・

一
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て

い

る

。

訟

の

監
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な

い

こ

苦
情
多
い

昭

和

喜

一

情
主
た
と
き
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一
般
書
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吉
り
つ

町長刊誌諮問
一時
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時
五
日
刊
一
位
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転
計
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川
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圭
叶

一寸コ一な花見出向桜花一一日辞表っ将一語れれ科殺の十一以一一日
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丸山口討

議
へ
の
依
存
度
を
高
め
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菌

1
7に
も
号
、
強
い
て
い
え
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こ
一
号
、
老
人
ホ
よ
重
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へ

一

時
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ユ

ヨ
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二

ユ

尋

官

一

宵

存

証
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寸

一
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一
子
二
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告
八
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警
を
と
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は
一
た
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ま
た
補
防
毒

2較
に
わ
た
一
で

f、

況

下
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室

し

い

と
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号

な

ミ

補
助
室
主
と
し
て
の
警
の
喜
一
れ
ら
れ
草
草
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外
に
シ
ピ
ル
ミ
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マ
一
翼
伝
染
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閣
は

震

で

災

喜

一

土

ム
ー
一
一
工
司
了
一
一
一

τ
一
明
亙

一
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二

国
鉄
運
賃
値
上
げ
反
対
に
関
す
る
決
議

昨
年
三
月
の
定
例
会
で
甲
府
閉
絡
会
は
椅
掛
一
致
を
も
て
て
「
国
鋲

運
賃
悩
上
げ
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
時
金
悩
上
げ
反
問
」
を
聴
認
し
ま

し
た
が
、
国
下
関
金
中
の
第
印
国
会
に
閑
明
円
前
波
巡
貨
誤
の
一
部
改
一
止

の
接
種
寵
が
ト
雨
雲
e
れ
審
強
口
と
の
乙
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を

み
る
と
、
遠
距
離
必
反
制
是
正
の
名
の
も
と
に
平
均
組
銀
一
五
話
の
悩

上
げ
を
意
凶
し
、
ま
た
一
九
か
ら
五
キ
ロ
の
品
目
俵
辿
貨
に
つ
い
て
は
主
O

M
の
悶
上
付
、
さ
ら
に
は
説
討
め
一
二
一
帯
車
両
を
廃
止
、
特
別
車
両

担
金
吾
定
め
る
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
成
ま
し
た
掛
合
は
必
然

的
に
私
欽
パ
ス
軒
砕
奪
を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
価
の
仰
上
げ
に
つ
な
が

る
こ
と
は
必
盃
と
唱
え
ら
れ
ま
す
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国
時
前
が
閉
民
生
活
の
一
部
分
と
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
涜
臼
閉
山
弘
通
が

飽
和
占

T

に
遣
し
て
い
る
b

白
、
国
鉄
巡
貨
の
値
上
げ
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通
勤
・
通
草
帯

平
肝
民
の
日
常
生
市
に
E
大
な
僻
却
を
も
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ら
す
と
と
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
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眼
に
お
い
て
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た
だ
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に
同位
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賃
値
上
げ
事
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冊
開
国
さ

れ
る
よ
う
決
厳
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ま
す
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岡
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縦
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磁
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迎
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裁
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上
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叡
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司
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菌
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療
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錦
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司
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さ
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、
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司
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蓄
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あ
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改
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い
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審
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全
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内
町
間
内
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富
一
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古
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県
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の
貸
付
方
一
0
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拙
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襲
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一
塁
自
主
げ
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い
て
(
県
社
会
一
る
意
見
省
一
種
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真
高
速
自
動
軍
事
語
間
一
去
る
四
月
二
古
早
都
宮
閉
に
お
一
昨
年
ま
で
全
面
・
豊
富
議
長
一
と
き
を
皆
さ
ん
に
、
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か
り
や
す
く
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について(翼
子
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自
主
・一
編
入
方
に
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い
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(
車
問
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治
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い
て
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書
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号
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塚
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公
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催
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善
壁
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一
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控
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庸
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一
一
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町
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当
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い
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童
畑
区
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皇
室
至
え
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い
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喜
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い
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買
光
寺
町
・葬
護
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O
R
著
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金
内
の
草
区
械
の
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の
一
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l

l

l

一第一一車工還般問問等
に
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い
て
一
市
か
ら
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宰
薬
品
る
奪
三
襲
十
年
以
上

τたいと欲ばっており子
e

l
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l早期

μ
2
5
1
J一

(4) 

。
ご
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い

間号から
「閉民の広掛」欄を殴

一付、みなさんの械金に対すると憲

一見
、と要望などを掲置してい者た

一いと思います。四百字以内
、紙上

一魁名は自国ですが、なるべく住所

一・氏名号脅き昨えてくだ
さい。

一(あて先は閉山閉会串者間、験全だ

一より編集誉民会)


